
数学 III Advanced ２章「複素数平面」                  

1 

 

（教科書 p.74） 

 

１ △ABC において，次の等式が成り立つことを示せ。 

(cos 𝐴 + 𝑖 sin 𝐴)(cos 𝐵 + 𝑖 sin 𝐵)(cos 𝐶 + 𝑖 sin 𝐶) = −1 

(cos 𝐴 + 𝑖 sin 𝐴)(cos 𝐵 + 𝑖 sin 𝐵)(cos 𝐶 + 𝑖 sin 𝐶) 

= {cos(𝐴 + 𝐵) + 𝑖 sin(𝐴 + 𝐵)}(cos 𝐶 + 𝑖 sin 𝐶) 

= cos(𝐴 + 𝐵 + 𝐶) + 𝑖 sin(𝐴 + 𝐵 + 𝐶) 

= cos 𝜋 + 𝑖 sin 𝜋 = −1 

 

２ ド・モアブルの定理を用いて，次の 3 倍角の公式を示せ。 

cos 3𝜃 = 4 cos 𝜃 − 3 cos 𝜃 

sin 3𝜃 = 3 sin 𝜃 − 4 sin 𝜃 

ド・モアブルの定理により 

(cos 𝜃 + 𝑖 sin 𝜃) = cos 3𝜃 + 𝑖 sin 3𝜃   ……① 

また 

(cos 𝜃 + 𝑖 sin 𝜃) = cos 𝜃 + 3𝑖 cos 𝜃 sin 𝜃 − 3 cos 𝜃 sin 𝜃 − 𝑖 sin 𝜃 

= cos 𝜃 − 3 cos 𝜃(1 − cos 𝜃) + 𝑖{3(1 − sin 𝜃) sin 𝜃 − sin 𝜃} 

= 4 cos 𝜃 − 3 cos 𝜃 + 𝑖(3 sin 𝜃 − 4sin 𝜃)  ……② 

①，②の実部と虚部をそれぞれ比較して 

cos 3𝜃 = 4 cos 𝜃 − 3 cos 𝜃 

sin 3 𝜃 = 3 sin 𝜃 − 4sin 𝜃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 複素数平面上の 3 点 O(0), A(𝛼), B(𝛽) について，次の問に答えよ。 

ただし，𝛼 = 1 + 𝑖, 𝛽 = −√3 − 1 + √3 − 1 𝑖 とする。 

(1) 複素数  を求めよ。 

𝛽

𝛼
=

−√3 − 1 + √3 − 1 𝑖

1 + 𝑖
=

−√3 − 1 + √3 − 1 𝑖 (1 − 𝑖)

(1 + 𝑖)(1 − 𝑖)
=

−2 + 2√3𝑖

2
= −𝟏 + √𝟑𝒊 

 

(2) △OAB の面積を求めよ。 

𝛽

𝛼
= 2 cos

2

3
𝜋 + 𝑖 sin

2

3
𝜋  

OA = |𝛼| = √2 

OB = |𝛽| =
𝛽

𝛼
⋅ |𝛼| = 2√2 

∠AOB = arg
𝛽

𝛼
=

2

3
𝜋 

したがって 

△OAB = OA ⋅ OB sin ∠AOB = ⋅ √2 ⋅ 2√2 ⋅
√

= √𝟑 

〔別解〕 𝑥𝑦 平面上の 3 点 O(0, 0), A(1, 1),   

B −√3 − 1, √3 − 1  と考えて 

△OAB = 1 ⋅ √3 − 1 − 1 ⋅ −√3 − 1 = √3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習問題Ａ 
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４ 複素数平面上の 3 点 A(𝛼), B(𝛽), C(𝛾) を 3 頂点とする△ABC の辺 BC,

CA, AB をそれぞれ 2 ∶ 3 に内分する点を L, M, N とするとき，△LMN の重心

G を 𝛼, 𝛽, 𝛾 を用いて表せ。 

3 点 L, M, N を表す複素数は，それぞれ 

, ,   

ゆえに，△LMN の重心 G は 

3𝛽 + 2𝛾
5

+
3𝛾 + 2𝛼

5
+

3𝛼 + 2𝛽
5

3
=

𝜶 + 𝜷 + 𝜸

𝟑
 

 

５ 点 𝑧 が単位円上を動くとき，𝑤 =  が表す点 𝑤 はどのような図形をえがくか。 

点 𝑧 が単位円上を動くから 

|𝑧| = 1   ……① 

𝑤 =  を 𝑧 について解くと 

𝑧 =
𝑤 + 𝑖

𝑤 − 2
 

これを①に代入して 

𝑤 + 𝑖

𝑤 − 2
= 1 

|𝑤 + 𝑖| = |𝑤 − 2| 

したがって，点 𝑤 は 𝟐 点 𝐀(𝟐), 𝐁(−𝒊) を結ぶ線分 𝐀𝐁 の垂直二等分線をえがく。 

 

６ 複素数 𝑧 , 𝑧 , 𝑧  について，3 点 A(2𝑧 + 𝑧 ), B(3𝑧 − 𝑧 ), C(2𝑧 + 3𝑧 ) は一直線上にあること

を示せ。ただし，𝑧 ≠ 𝑧 + 𝑧  とする。 

(2𝑧 + 3𝑧 ) − (2𝑧 + 𝑧 )

(3𝑧 − 𝑧 ) − (2𝑧 + 𝑧 )
=

2(𝑧 + 𝑧 − 𝑧 )

𝑧 − 𝑧 − 𝑧
= −2 

この値が実数であるから，3 点 A, B, C は一直線上にある。 

 

 

 

７ 異なる 3 つの複素数 𝑧 , 𝑧 , 𝑧  の間に等式 

𝑧 + 𝑖𝑧 = (1 + 𝑖)𝑧  

が成り立つとき，3 点 P(𝑧 ), Q(𝑧 ), R(𝑧 ) を頂点とする△PQR はどのような三角形か。 

𝑧 + 𝑖𝑧 = (1 + 𝑖)𝑧  より 

𝑧 − 𝑧 = 𝑖(𝑧 − 𝑧 ) 

𝑧 − 𝑧

𝑧 − 𝑧
= −𝑖 = cos

3

2
𝜋 + 𝑖 sin

3

2
𝜋 

ゆえに 

= 1 より  PR = QR 

arg = 𝜋 より  ∠PRQ =  

したがって，△PQR は，∠𝐏𝐑𝐐 =
𝝅

𝟐
 であるような直角二等辺三角形である。 
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（教科書 p.75） 

 

８ 複素数 𝑧 =
√

 について，𝑧  が実数となる最小の自然数 𝑛 を求めよ。 

𝑧 =
2 cos

𝜋
6

+ 𝑖 sin
𝜋
6

√2 cos
𝜋
4

+ 𝑖 sin
𝜋
4

 

=
2

√2
cos

𝜋

6
−

𝜋

4
+ 𝑖 sin

𝜋

6
−

𝜋

4
 

= √2 cos −
𝜋

12
+ 𝑖 sin −

𝜋

12
 

よって 

𝑧 = √2 cos −
𝑛

12
𝜋 + 𝑖 sin −

𝑛

12
𝜋  

𝑧  が実数となるから，𝑘 を整数として 

−
𝑛

12
𝜋 = 𝑘𝜋 

よって  𝑘 = −  

したがって，求める自然数 𝑛 は，𝑘 が整数となる最小の自然数 𝑛 に等しく 

𝒏 = 𝟏𝟐 

 

９ 𝑧 は複素数で，𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 1 = 0 である。このとき，次の値を求めよ。 

(1) 𝑧  

(𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 1)(𝑧 − 1) = 𝑧 − 1 

であるから 

𝑧 − 1 = 0 

ゆえに  𝑧 = 𝟏 

 

(2) |𝑧| 

(1)より |𝑧| = |𝑧 | = 1 

ゆえに  |𝑧| = 𝟏 

 

(3) |𝑧 − 1| + |𝑧 + 1|  

|𝑧 − 1| + |𝑧 + 1| = (𝑧 − 1)(𝑧 − 1) + (𝑧 + 1)(𝑧 + 1) 

= (𝑧 − 1)(𝑧 − 1) + (𝑧 + 1)(𝑧 + 1) 

= 2𝑧𝑧 + 2 = 2|𝑧| + 2 

= 2 ⋅ 1 + 2 = 𝟒 

 

１０ 複素数平面上の 2 点 𝑧 = 6 − 3𝑖, 𝑧 = 3 + √3 + √3𝑖 について，点 𝑧  を点 𝑧 を中心に 𝜋 だけ

回転したら点 𝑧  に重なった。 

このとき，複素数 𝑧 を求めよ。 

𝑧 = cos 𝜋 + 𝑖 sin 𝜋 (𝑧 − 𝑧) + 𝑧 より 

3 + √3 + √3𝑖 = −
1

2
+

√3

2
𝑖 (6 − 3𝑖 − 𝑧) + 𝑧 

展開して 𝑧 について整理すると 

3 − √3𝑖 𝑧 = 12 − √3 − 3𝑖 − 4√3𝑖 

よって  𝒛 =
√ √

√
= = 𝟒 − 𝒊 

 

練習問題Ｂ 
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１１ 点 𝑧 が単位円上を動くとき，𝑤 =  が表す点 𝑤 はどのような図形をえがくか。 

点 𝑧 が単位円上を動くから 

|𝑧| = 1  ……① 

𝑤 =  を 𝑧 について解くと 

𝑧 =
𝑤 − 1

2(𝑤 − 3)
 

これを①に代入して 
𝑤 − 1

2(𝑤 − 3)
= 1 

2|𝑤 − 3| = |𝑤 − 1| 

両辺を 2 乗して 

4|𝑤 − 3| = |𝑤 − 1|  

4(𝑤 − 3)(𝑤 − 3) = (𝑤 − 1)(𝑤 − 1) 

3𝑤𝑤 − 11𝑤 − 11𝑤 = −35 

よって 𝑤𝑤 − 𝑤 − 𝑤 = −  

であるから 

𝑤 −
11

3
𝑤 −

11

3
=

11

3
−

35

3
 

𝑤 −
11

3
=

16

9
 

すなわち 

𝑤 −
11

3
=

4

3
 

したがって，点 𝑤 は，点 
𝟏𝟏

𝟑
 を中心とする半径 

𝟒

𝟑
 の円をえがく。 

１２ 複素数平面上の 3 点 A(𝑧), B(𝑧 ), C(𝑧 ) を頂点とする△ABC について AB = AC が成り立つ

とき，点 A はどのような図形上にあるか。 

3 点 A, B, C はすべて異なるから 

𝑧 ≠ 𝑧 , 𝑧 ≠ 𝑧 , 𝑧 ≠ 𝑧  

すなわち 

𝑧(1 − 𝑧) ≠ 0, 𝑧 (1 − 𝑧) ≠ 0,    

𝑧(𝑧 + 1)(𝑧 − 1) ≠ 0  

よって  𝑧 ≠ 0, −1, 1  ……① 

さらに，3 点 A, B, C が同一直線上にないから 

 すなわち 
( )( )

( )
 

が実数でない。 

①より，約分して，𝑧 + 1 が実数でない。 

ゆえに，𝑧 が実数でない。これは①を含んでいる。 

AB = AC より 

|𝑧 − 𝑧| = |𝑧 − 𝑧| 

|𝑧(𝑧 − 1)| = |𝑧(𝑧 + 1)(𝑧 − 1)| 

𝑧 ≠ 0, 𝑧 ≠ 1 であるから 

|𝑧 + 1| = 1 

したがって，点 A は点 −𝟏 を中心とする半径 𝟏 の円上にある。ただし，点 −𝟐, 𝟎 を除く。 
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１３ 複素数平面上の原点 O と異なる 2 点 A, B の表す複素数をそれぞれ 𝛼, 𝛽 とする。 

等式 𝛼 − 𝛼𝛽 + 𝛽 = 0 が成り立つとき，次の問に答えよ。 

(1) 複素数  を求めよ。 

𝛼 ≠ 0 であるから，𝛼 − 𝛼𝛽 + 𝛽 = 0 の両辺を 𝛼  で割ると 

𝛽

𝛼
−

𝛽

𝛼
+ 1 = 0 

よって  =
±√

=
𝟏±√𝟑𝒊

𝟐
 

 

(2) △OAB はどのような三角形か。 

(1)より 

𝛽 = 𝛼 cos
𝜋

3
+ 𝑖 sin

𝜋

3
 

または 

𝛽 = 𝛼 cos −
𝜋

3
+ 𝑖 sin −

𝜋

3
 

したがって，点 B は点 A を原点を中心に  または −  だけ回転した点である。 

よって，△OAB は正三角形である。 
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（教科書 p.74） 

 

１ △ABC において，次の等式が成り立つことを示せ。 

(cos 𝐴 + 𝑖 sin 𝐴)(cos 𝐵 + 𝑖 sin 𝐵)(cos 𝐶 + 𝑖 sin 𝐶) = −1 

(cos 𝐴 + 𝑖 sin 𝐴)(cos 𝐵 + 𝑖 sin 𝐵)(cos 𝐶 + 𝑖 sin 𝐶) 

= {cos(𝐴 + 𝐵) + 𝑖 sin(𝐴 + 𝐵)}(cos 𝐶 + 𝑖 sin 𝐶) 

= cos(𝐴 + 𝐵 + 𝐶) + 𝑖 sin(𝐴 + 𝐵 + 𝐶) 

= cos 𝜋 + 𝑖 sin 𝜋 = −1 

 

２ ド・モアブルの定理を用いて，次の 3 倍角の公式を示せ。 

cos 3𝜃 = 4 cos 𝜃 − 3 cos 𝜃 

sin 3𝜃 = 3 sin 𝜃 − 4 sin 𝜃 

ド・モアブルの定理により 

(cos 𝜃 + 𝑖 sin 𝜃) = cos 3𝜃 + 𝑖 sin 3𝜃   ……① 

また 

(cos 𝜃 + 𝑖 sin 𝜃) = cos 𝜃 + 3𝑖 cos 𝜃 sin 𝜃 − 3 cos 𝜃 sin 𝜃 − 𝑖 sin 𝜃 

= cos 𝜃 − 3 cos 𝜃(1 − cos 𝜃) + 𝑖{3(1 − sin 𝜃) sin 𝜃 − sin 𝜃} 

= 4 cos 𝜃 − 3 cos 𝜃 + 𝑖(3 sin 𝜃 − 4sin 𝜃)  ……② 

①，②の実部と虚部をそれぞれ比較して 

cos 3𝜃 = 4 cos 𝜃 − 3 cos 𝜃 

sin 3 𝜃 = 3 sin 𝜃 − 4sin 𝜃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 複素数平面上の 3 点 O(0), A(𝛼), B(𝛽) について，次の問に答えよ。 

ただし，𝛼 = 1 + 𝑖, 𝛽 = −√3 − 1 + √3 − 1 𝑖 とする。 

(1) 複素数  を求めよ。 

𝛽

𝛼
=

−√3 − 1 + √3 − 1 𝑖

1 + 𝑖
=

−√3 − 1 + √3 − 1 𝑖 (1 − 𝑖)

(1 + 𝑖)(1 − 𝑖)
=

−2 + 2√3𝑖

2
= −𝟏 + √𝟑𝒊 

 

(2) △OAB の面積を求めよ。 

𝛽

𝛼
= 2 cos

2

3
𝜋 + 𝑖 sin

2

3
𝜋  

OA = |𝛼| = √2 

OB = |𝛽| =
𝛽

𝛼
⋅ |𝛼| = 2√2 

∠AOB = arg
𝛽

𝛼
=

2

3
𝜋 

したがって 

△OAB = OA ⋅ OB sin ∠AOB = ⋅ √2 ⋅ 2√2 ⋅
√

= √𝟑 

〔別解〕 𝑥𝑦 平面上の 3 点 O(0, 0), A(1, 1),   

B −√3 − 1, √3 − 1  と考えて 

△OAB = 1 ⋅ √3 − 1 − 1 ⋅ −√3 − 1 = √3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

練習問題Ａ 
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４ 複素数平面上の 3 点 A(𝛼), B(𝛽), C(𝛾) を 3 頂点とする△ABC の辺 BC,

CA, AB をそれぞれ 2 ∶ 3 に内分する点を L, M, N とするとき，△LMN の重心

G を 𝛼, 𝛽, 𝛾 を用いて表せ。 

3 点 L, M, N を表す複素数は，それぞれ 

, ,   

ゆえに，△LMN の重心 G は 

3𝛽 + 2𝛾
5

+
3𝛾 + 2𝛼

5
+

3𝛼 + 2𝛽
5

3
=

𝜶 + 𝜷 + 𝜸

𝟑
 

 

５ 点 𝑧 が単位円上を動くとき，𝑤 =  が表す点 𝑤 はどのような図形をえがくか。 

点 𝑧 が単位円上を動くから 

|𝑧| = 1   ……① 

𝑤 =  を 𝑧 について解くと 

𝑧 =
𝑤 + 𝑖

𝑤 − 2
 

これを①に代入して 

𝑤 + 𝑖

𝑤 − 2
= 1 

|𝑤 + 𝑖| = |𝑤 − 2| 

したがって，点 𝑤 は 𝟐 点 𝐀(𝟐), 𝐁(−𝒊) を結ぶ線分 𝐀𝐁 の垂直二等分線をえがく。 

 

６ 複素数 𝑧 , 𝑧 , 𝑧  について，3 点 A(2𝑧 + 𝑧 ), B(3𝑧 − 𝑧 ), C(2𝑧 + 3𝑧 ) は一直線上にあること

を示せ。ただし，𝑧 ≠ 𝑧 + 𝑧  とする。 

(2𝑧 + 3𝑧 ) − (2𝑧 + 𝑧 )

(3𝑧 − 𝑧 ) − (2𝑧 + 𝑧 )
=

2(𝑧 + 𝑧 − 𝑧 )

𝑧 − 𝑧 − 𝑧
= −2 

この値が実数であるから，3 点 A, B, C は一直線上にある。 

 

 

 

７ 異なる 3 つの複素数 𝑧 , 𝑧 , 𝑧  の間に等式 

𝑧 + 𝑖𝑧 = (1 + 𝑖)𝑧  

が成り立つとき，3 点 P(𝑧 ), Q(𝑧 ), R(𝑧 ) を頂点とする△PQR はどのような三角形か。 

𝑧 + 𝑖𝑧 = (1 + 𝑖)𝑧  より 

𝑧 − 𝑧 = 𝑖(𝑧 − 𝑧 ) 

𝑧 − 𝑧

𝑧 − 𝑧
= −𝑖 = cos

3

2
𝜋 + 𝑖 sin

3

2
𝜋 

ゆえに 

= 1 より  PR = QR 

arg = 𝜋 より  ∠PRQ =  

したがって，△PQR は，∠𝐏𝐑𝐐 =
𝝅

𝟐
 であるような直角二等辺三角形である。 
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（教科書 p.75） 

 

８ 複素数 𝑧 =
√

 について，𝑧  が実数となる最小の自然数 𝑛 を求めよ。 

𝑧 =
2 cos

𝜋
6

+ 𝑖 sin
𝜋
6

√2 cos
𝜋
4

+ 𝑖 sin
𝜋
4

 

=
2

√2
cos

𝜋

6
−

𝜋

4
+ 𝑖 sin

𝜋

6
−

𝜋

4
 

= √2 cos −
𝜋

12
+ 𝑖 sin −

𝜋

12
 

よって 

𝑧 = √2 cos −
𝑛

12
𝜋 + 𝑖 sin −

𝑛

12
𝜋  

𝑧  が実数となるから，𝑘 を整数として 

−
𝑛

12
𝜋 = 𝑘𝜋 

よって  𝑘 = −  

したがって，求める自然数 𝑛 は，𝑘 が整数となる最小の自然数 𝑛 に等しく 

𝒏 = 𝟏𝟐 

 

９ 𝑧 は複素数で，𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 1 = 0 である。このとき，次の値を求めよ。 

(1) 𝑧  

(𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 𝑧 + 1)(𝑧 − 1) = 𝑧 − 1 

であるから 

𝑧 − 1 = 0 

ゆえに  𝑧 = 𝟏 

 

(2) |𝑧| 

(1)より |𝑧| = |𝑧 | = 1 

ゆえに  |𝑧| = 𝟏 

 

(3) |𝑧 − 1| + |𝑧 + 1|  

|𝑧 − 1| + |𝑧 + 1| = (𝑧 − 1)(𝑧 − 1) + (𝑧 + 1)(𝑧 + 1) 

= (𝑧 − 1)(𝑧 − 1) + (𝑧 + 1)(𝑧 + 1) 

= 2𝑧𝑧 + 2 = 2|𝑧| + 2 

= 2 ⋅ 1 + 2 = 𝟒 

 

１０ 複素数平面上の 2 点 𝑧 = 6 − 3𝑖, 𝑧 = 3 + √3 + √3𝑖 について，点 𝑧  を点 𝑧 を中心に 𝜋 だけ

回転したら点 𝑧  に重なった。 

このとき，複素数 𝑧 を求めよ。 

𝑧 = cos 𝜋 + 𝑖 sin 𝜋 (𝑧 − 𝑧) + 𝑧 より 

3 + √3 + √3𝑖 = −
1

2
+

√3

2
𝑖 (6 − 3𝑖 − 𝑧) + 𝑧 

展開して 𝑧 について整理すると 

3 − √3𝑖 𝑧 = 12 − √3 − 3𝑖 − 4√3𝑖 

よって  𝒛 =
√ √

√
= = 𝟒 − 𝒊 

 

練習問題Ｂ 



数学 III Advanced ２章「複素数平面」                  

4 

１１ 点 𝑧 が単位円上を動くとき，𝑤 =  が表す点 𝑤 はどのような図形をえがくか。 

点 𝑧 が単位円上を動くから 

|𝑧| = 1  ……① 

𝑤 =  を 𝑧 について解くと 

𝑧 =
𝑤 − 1

2(𝑤 − 3)
 

これを①に代入して 
𝑤 − 1

2(𝑤 − 3)
= 1 

2|𝑤 − 3| = |𝑤 − 1| 

両辺を 2 乗して 

4|𝑤 − 3| = |𝑤 − 1|  

4(𝑤 − 3)(𝑤 − 3) = (𝑤 − 1)(𝑤 − 1) 

3𝑤𝑤 − 11𝑤 − 11𝑤 = −35 

よって 𝑤𝑤 − 𝑤 − 𝑤 = −  

であるから 

𝑤 −
11

3
𝑤 −

11

3
=

11

3
−

35

3
 

𝑤 −
11

3
=

16

9
 

すなわち 

𝑤 −
11

3
=

4

3
 

したがって，点 𝑤 は，点 
𝟏𝟏

𝟑
 を中心とする半径 

𝟒

𝟑
 の円をえがく。 

１２ 複素数平面上の 3 点 A(𝑧), B(𝑧 ), C(𝑧 ) を頂点とする△ABC について AB = AC が成り立つ

とき，点 A はどのような図形上にあるか。 

3 点 A, B, C はすべて異なるから 

𝑧 ≠ 𝑧 , 𝑧 ≠ 𝑧 , 𝑧 ≠ 𝑧  

すなわち 

𝑧(1 − 𝑧) ≠ 0, 𝑧 (1 − 𝑧) ≠ 0,    

𝑧(𝑧 + 1)(𝑧 − 1) ≠ 0  

よって  𝑧 ≠ 0, −1, 1  ……① 

さらに，3 点 A, B, C が同一直線上にないから 

 すなわち 
( )( )

( )
 

が実数でない。 

①より，約分して，𝑧 + 1 が実数でない。 

ゆえに，𝑧 が実数でない。これは①を含んでいる。 

AB = AC より 

|𝑧 − 𝑧| = |𝑧 − 𝑧| 

|𝑧(𝑧 − 1)| = |𝑧(𝑧 + 1)(𝑧 − 1)| 

𝑧 ≠ 0, 𝑧 ≠ 1 であるから 

|𝑧 + 1| = 1 

したがって，点 A は点 −𝟏 を中心とする半径 𝟏 の円上にある。ただし，点 −𝟐, 𝟎 を除く。 
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１３ 複素数平面上の原点 O と異なる 2 点 A, B の表す複素数をそれぞれ 𝛼, 𝛽 とする。 

等式 𝛼 − 𝛼𝛽 + 𝛽 = 0 が成り立つとき，次の問に答えよ。 

(1) 複素数  を求めよ。 

𝛼 ≠ 0 であるから，𝛼 − 𝛼𝛽 + 𝛽 = 0 の両辺を 𝛼  で割ると 

𝛽

𝛼
−

𝛽

𝛼
+ 1 = 0 

よって  =
±√

=
𝟏±√𝟑𝒊

𝟐
 

 

(2) △OAB はどのような三角形か。 

(1)より 

𝛽 = 𝛼 cos
𝜋

3
+ 𝑖 sin

𝜋

3
 

または 

𝛽 = 𝛼 cos −
𝜋

3
+ 𝑖 sin −

𝜋

3
 

したがって，点 B は点 A を原点を中心に  または −  だけ回転した点である。 

よって，△OAB は正三角形である。 

 


